世界 靦 眼鏡 



1 干 田國士 



この 視 眼鏡 はそんな に 珍ら しい もので はない。 ただ、 

当分 用が なさ さう だから、 どこか 邪魔に ならない とこ 

ろ へ しま つてお かう と 思 ふので ある。 

こ はれたり、 狂ったり して ゐる ところが あるか もし 

れ ない。 殊に ほこり だらけ だから、 手 を 汚さない やう 

にして 見て 下さい。 

* 

セシル • ソレル 嬢と いへば、 パリ 人なら だれでも 知 

つて をリ、 アメリカ人と 日本人と に 多少 名前 を 覚えら 

れてゐ るコメ ディ • フランセ ェズの 幹部 女優で あるが、 

婆さんの 癖に 器量 自慢で、 いつも コケットの 役 を 得意 



にな つ て 演じて ゐる。 

鼻が 高す ぎる ので、 舞台で も、 サロンで も、 写真 を 

うつす 時で も、 きまって 天井 を 見て ゐる。 これ は 僕の 

発見 だ。 

この 女、 ある 朝、 寝床の 中で、 コォ ヒィ かなん か 飲 

みながら コメ ディア (演芸 新聞) を ひろげる と、 二 段 

抜きで、 だれかの 漫画が 出て ゐる。 お 化の やうな 女 だ、 

眼 尻の しわが 年 を 語り、 偉大な わし 鼻と、 あごのし や 

くれ 方に 著しい 特徴が ある。 おや、 だれかに 肖て るな、 

と 下 を 見る と、 驚いた。 正しく、 コメ ディ • フランセ 

ェズ —— セシル . ソレル 嬢で はない か。 



丁度、 その 日から 漫画の 展覧会が 開かれる とい ふこ 

と は 聞いて ゐた。 その 展覧会に 出品され た 自分の 絵姿 

だと 気がついた 時、 セシル • ソレル 嬢 は、 寝台の 上で 

歯ぎ しり をした。 

彼女 は、 卓上電話 を 取り上げて、 知り合 ひの 弁護士 

を 呼び だした。 

「あ、 もしもし、 あんた、 今朝の コメ ディア 見た？」 

それから、 彼女 は、 漫画家 B を 相手取って 名誉毀損 

の 訴訟 を 起す ことにした。 

翌日の 新聞 は賑 はった。 —— 賠償金 十万 フラン を 請 

求 —— セシル • ソレル 嬢 曰く 「女優 は 美しい とい ふこ 



とが 義務な のです。 いいえ、 美しい 権利が あるので す」 

一 方、 漫画家の B は、 自分の 作品が 名 女優の 御 気 嫌 

を 損じた こと を 遺憾と し、 展覧会 場に 慈善箱 をつ るし 

て、 賠償金 十万 フラン 調達の ため、 一 般 観衆の 喜捨 を 

求めた。 

展覧会 場 は 押すな 押すな の 騒ぎで ある。 

セ シル. ソレル 嬢 は、 も うぢつ として ゐられ なくな 

つた。 自動車 を 命じて 会場に はせ つけた。 見る と、 そ 

の 絵の 前 は 黒山の 人だかり。 彼女 は、 その 黒山 を かき 

わけて、 前に 進み出た。 そして、 あは や 番人の 留める 

ひ まもなく、 繊手 を 伸ばして、 額の ガラス 板 をた たき 



わった。 

翌日の 新聞 —— 「セシ ル • ソレル 嬢の 暴行」 —— 「問 

題の 絵 は、 傷ついた まま、 N 県 選出 代議士、 某巿巿 長、 

F 氏に 買 ひ 取られた」 「嬢 は ガラスで 指 を 切った。 そ 

の 上、 はめて ゐた 指輪の ダイヤが、 その 時 どこかへ 紛 

失した」 —— 「その ダイヤ を 拾って 届け出た 者に は 十 

万 フランの 懸賞」 —— 云々。 

展覧会が 済んだ 時、 B 君の 慈善箱に はいって ゐた 金、 

総計 百 十 何 フラン 何 サン チイ ム。 

程経て、 紛失した ダイヤモンドが 嬢の 手許に 届けら 

れた —— とい ふ 記事。 届けた 男 は 彼女の 運転手だった 



とい ふこと。 記者 は 最後に つけ 加へ る。 

「その 運転手 は 馬鹿な 男 だ。 なぜ 自動車の 中に 落ちて 

ゐ たなら、 自分で それ を 持って ゆかずに、 仲間の 一人 

に、 はい 私が どこそこで 拾 ひました といって 届けさせ、 

懸賞の 十万 フラン を 山分けに しないの だ」 

そこ は、 カル チェ • ラ タンの 一 隅、 パス トウ ウルの 

並木道 だ。 マロ 二 H の 落葉が、 十月の 風に 舞 ひながら、 

石畳の 上 をす べつて ゆく。 大戦 後 間もなく、 パリ は 街 

燈が 消えた まま だ。 

デセ エル 一 皿を儉 約して、 僕 は 行きつ けの レス トラ 



「さ うぢ やない」 と 答へ るの は 野暮の 骨頂で ある。 さ 

うい ふ 時 *Non, Jesuis Japonais" とで もい つて 見 給 

へ、 そして 相手が 気 の 毒 さう に 詫で も いふと 思って 見 

給へ。 それ こそ とんだ 間違で "ca m-est 6gal" (どつ 

ち だって おんなし だ) が 関の山 だ。 

もっとも、 こんな 話が ある。 僕が 南仏の 旅行 をして、 

二 イスの 近くに 差し か、 つた 時 だ。 同じ 汽車に、 フラ 

ンスの 中尉が 乗って ゐて、 僕に いろいろ 東洋の 話 を も 

ちかけ る。 いい加減に あしらって ゐ ると、 

「君 は 支那 人に 珍しく、 ひげ を 生やして ゐ るね」 とや 

つた もの だ。 なるほど、 支那 人に は ひげ は 珍しい が、 



て 来た 男に、 

「君 は 支那 人で せう」 と 訊かれ、 平然と 僕 は 答へ た。 

「さう だ」 

「僕 は 貴国の 聖人 を 知 つて ゐ ます」 

コン フシ ウス 

r 孔 子 だら う」 

「さやう」 と、 この 男 は、 眼 を ギヨ ロリと 光らした。 

「貴国の 方 は、 それに みんな 詩人 ださう です ね」 

「さう でもない」 

「僕 は、 貴国の 留学生 を 二三 人識 つて ゐ ます。 名前 は 

忘れた が、 いづれ も 極めて 愛すべき 人達でした」 

やや 生硬な フランス語 だが、 なかく 達者 だ。 こつ 
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ら、 飲まず、 食 はずです」 

から 飲まず 食 はず だ」 

君 は 時計 を も つ てゐ ますね」 

ゐる」 

やべ りが できる。 おれ は、 今、 もの を 

やなんだ。 あっちへ 行って くれ」 

まで、 写字と 翻訳 を やって ゐ たんです。 

スゥ 

、 翻訳 は 一行 二 文です。 それで やっと 

るので す。 それさへ、 もう、 だれも 仕 

です」 



つ てゐ る。 

ひと リ、 ミルク 入り コォ ヒィを 飲みながら、 新聞の 

為替 欄 を 読み ふけって ゐる のが、 昨日、 ブタペスト か 

ら 寄り道 をして 来た 日本の 某 名士と、 その 秘書で ある。 

澳伊 国境 劃定 委員長た る 仏国 陸軍 中佐 R は、 その 細 

君と 子供と を 引きつれて、 今、 ァヂヂ 河岸の プロ ムナ 

アドへ、 軍楽隊の 演奏 を 聴きに 出かけよ うとして ゐ る。 

同じく 燠 国 側の 委員 Z 中佐 は、 誰かと 丸テ エブル を 

はさんで、 シュ ニッッ ラァを 論じて ゐる。 

イタ リイ 委員 P 大佐、 これ は、 決して サロンに 姿 を 

現 はさない。 夕食が 済む と 部屋に 閉ぢ こもって、 明日 



の 会議に 持ち だす 修正案の 稿 を 練って ゐる。 

英国の K 中佐 は、 書記に 命じて、 翌朝の 林檎 を 買 は 

せる。 

日本 委員 M 少佐 は、 口 シャ人 だとい ふ 母 娘に、 明日 

午後の ドラ イヴ を 約束して ゐる。 

こっちで は、 ホテルの 支配人が イタ リイ 語で、 盛装 

の 婦人に 何 かお 愛想 を 云って ゐる。 この 婦人 はブ カレ 

ストの 女優 T 嬢 だとい ふ 噂で ある。 

そして、 僕 は ベルリンで 一流の レストラン を 経営し 

てゐ ると いふ ユダヤ人 K 氏から、 ベルリンに 於け る 日 

本 留学生の 金 使 ひに ついて 聞かされて ゐ るの だ。 



僕 は ある 日、 馬車 を 駆って、 この 古い 町 を 一周した。 

道ば たにた たずんで ゐる 一人の 老人に、 何 か 見て おく 

べき ものが あるかと 尋ねた。 

すると、 その 老人 は、 自分で 案内 をしょう とい ひだ 

した。 僕 は その 老人と 並んで、 馬車の 揺れ 方 を 気にし 

ながら、 それから それへ と 話 を 交へ た。 

この 老人 は、 この 町に 古く 住む 外科医で ある ことが 

わかった。 よく 見る と、 彼 は、 ォ ォスタ リイの 兵隊 服 

を 著て ゐる。 途中で 昼に なった。 食事 をした。 ドク ト 

ル • S は、 馬 鈴薯の ソォテ と、 卵の 半熟し か 食 はない。 

この 医者の 紹介で、 やはり この 町に 住む 一人の 学者 



を識 つた。 ドクトル • F は 哲学者で ある。 リウ マチで 

寝たり 起きたり して ゐる とい ふこと である。 この 訪ふ 

もの もない 隠退 所 は、 白髪の 老 哲学者 をして 倦怠の 限 

り を 味 はせ たに 違 ひない。 彼 は フランス 文学に 明る か 

つた。 日本の 政治的 地位に ついて、 明確な 知識 を もつ 

てゐ た。 彼 は 米国 を 罵り、 支那 を 讃美した。 そして、 

ユダヤ人の 恐るべき を 説いた。 僕 を ここに 連れて来た 

ドクトル • S は、 その 民族に 属して ゐる こと を教 へた _ 

そして、 彼 自身 は？ 僕 は、 問 はずして、 彼が 純粋の 

イタ リイ 人で ある こと を 知って ゐた。 なぜなら、 彼の 

すべてが、 ラテン だ。 彼の リベラリズム は、 かの、 「鳥 



料理 レエ ヌ . ぺド ォク」 の 主人公、 アベ • コヮ ニヤ ァ 

ルを想 はせ た。 

何 かの 話から、 ホテルの サロン は、 今、 柔道に つい 

て 論じ 合って ゐる。 

一人の ロシャ 婦人 —— それ は、 横 浜に 二 年間 ゐ たと 

いふ 女 —— は 日本人の すべてが 柔道 を 心得て をり、 指 

一 本で 相手 を 投げ倒す の だと 主張して ゐる。 

日本人 尽くが さう であると は 信じられな いが、 少く 

とも 軍人 は 柔道の 達人で あるに 相違ない。 M 少佐 はも 

ち ろん、 その 通訳 も、 多分、 ああ 見えても やる こと は 



や るんだら う —— これ は、 その ロシャ 婦人の 傍 を 片時 

も 離れない 禿 頭の ルゥマ ニヤ 人で ある。 

指 一本で 投げ倒されて たまる もの か。 両手で かかつ 

て 来ても、 俺なら 大丈夫、 あべこべに 奴等の 一人 や 二 

人、 ねぢ 伏せて 見せる。 かう いひながら、 腕 を 差し だ 

して ゐる のが、 例の イタ リイ 士官 だ。 

僕 は、 その 時 丁度、 その 前 を 通りかかった。 

「ムッ スィゥ -K、 一寸、 ここへ いらっしゃい」 

「なんです か」 と、 生返事 をして、 空いて ゐる 椅子に 

腰をおろした。 

「さあ、 僕の この 腕 を、 君の 柔道で ねぢ つて 見た まへ」 



手 を 差し だして 泳ぐ やうに 前へ つんのめった。 

僕 は 昔、 幼年 学校に ゐる 頃、 ドイツ 大使館 付 武官の 

紹介で、 ォ ォグス ブルダの カデッ テン • シュ ウレに ゐ 

る 一力 デット • W と 文通 を 始めた ことがある。 この 文 

通 は、 僕が 士官学校 を 卒業す る 頃まで 続いて ゐた。 そ 

の 頃 W も 学校 を 出て、 同じ 地方の 砲兵 連隊に 配属され 

たこと を 知って ゐた。 

欧洲 戦争が 始まった。 

彼の 生死 は 全く 分らなかった。 

僕はィ インス ブルダから ミュンヘンへの 旅 を 思 ひ 立 



ち、 ドイツに おける ただ 一 人の 知人が、 あの 戦争で ど 

うなった か、 それ も 序に 調べ られ たらと、 ある 日、 ミ ュ 

ン へ ンの 日本 名誉 領事館 を 訪ねた。 

領事 は 早速、 ォ ォグス ブルダの 砲兵 旅団 司令部に W 

の 消息 を 問 ひ 合 はせ て くれた。 その 結果 W 中尉 は、 休 

戦になる 前に、 病気で 軍籍 を 退いた が、 今、 やはり ォ 

ォグス ブルダに 住んで ゐる とい ふこと がわかった。 そ 

れ だけ わかれば、 あと はなんで もない。 詳しい 住所 を 

警察で 調べて もらって、 取り 敢ず 「会 ひたい」 とい ふ 

電報 を 打った。 返事 はすぐ 来た。 

翌日、 僕 は、 ォ ォグス ブル ダ行の 汽車に 乗った。 



停車場に 出迎 へて くれる はずの W は、 どんな 男 だら 

う。 彼が かって 送って 寄越した 写真 は、 どこかへ 蔵つ 

て ある はず だが …… 。 汽車が 着く と、 僕 は プラット フ 

ォォム を 見廻した。 

曇った、 薄ら寒い 日だった。 

汽車から 降りる もの も、 乗る もの も、 みな 疲れて ゐ 

る やうに 見えた。 

そのな かで、 一人、 目立って 血色の 悪い 男が、 外套 

を 著た 肩 を すぼめながら 僕の 方に 近づ い て 来た。 

二人 は 暫く 顔 を 見合って ゐた。 だんだん わかり だし 



話 を 聞いて ゐ たものと みえ、 いそいそ とこの 遠来の 珍 

客 を もてなした。 

燈 がっく 頃から、 W は 急に しゃべり だした。 その 昔、 

僕が 彼に 送った 手紙に、 こんな ことが 書いて あつたと 

いふ やうな、 僕が もうと つくに 忘れて しまって ゐる事 

柄 を、 さも 愉快 さう に 思 ひだして は、 話し 話しした。 

「へえ、 君 も 軍人 を やめたん です か。 僕 はまた、 あの 

手紙に 書いて あった 通り、 フランスの 大使館 付 武官に 

なって、 ョォロ ツバに 来られたん だとば かり 思って ゐ 

ましたよ」 



「なんにも ございま せんが …… 」 

とい ふこと で、 食堂に 導かれた。 草花が 食卓 を 明る 

く 飾り、 銀製の 古風な 食器が、 彼等の 家柄 を 思 はせ た。 

最初に 型の 如く ォ オル • ドウ ゥヴ ル。 これが またな 

かな か 凝った もの だ。 その上、 三人 前と して は、 驚く 

べき 分量 だ。 ドイツ人 は 大食 だと 聞いて ゐ たが、 これ 

はすこし どうかして ゐる。 

「どうぞ、 お取り 下さい。 もっと 沢山お 取り 下さい」 

W は 盛んに フォ ォクを 動かして ゐる。 細君 も、 な 

かく 達者 だ。 

「ちっとも 召 上りません ね。 こんな もので、 お 口に 合 



「ほんと にね え、 折角 いらつ しって 頂いて、 これ ぢゃ 

あんまりで すわ。 ね。 でも、 こちら は、 これが 当り前 

な もんです から …… 」 

「さう でした か。 そんなら …… 」 

といって、 また ォ オル • ドウ ゥヴル に 手 を だし かね 

さう かとい つて、 「いや、 それ は 万々 承知して ゐ ます」 

と 鷹揚に 辞退す るた めに は、 あんまり 腹が 空いて ゐる 

んだ。 

* 

君 は、 フランスの 前大統領 デシャネルが、 寝間着 姿 

で 鉄道線路の 上 を 這って ゐ たとい ふ 話 を 知 つて ゐ るか 



来た 患者が、 手術台の 上に 腹ば ひに なって、 尻 を だし 

てゐ る。 

医者 は、 注射器 を 手に 持って その 尻 を 撫で 廻して ゐ 

る。 

医者 さう 力 を いれないで …… 。 

患者 然し、 先生、 どこへ や るんだ か、 はっきり おつ 

しゃって 下さい。 その 部分 だけ 力 を 抜いて ゐれ ばい 

いんで せう。 

医者 この辺 かな。 (指で 押す) 

患者 その 辺 だとす ると …… 。 (片一方の 尻つ ぺ ただ 

け や はら かくしょうと 努力す る) あいち ッ。 (もう 



針が 刺さって ゐる) 

医者 動かずに …… 。 ぢっ として …… 。 (注射液 を 

徐々 に 押し込む) 痛く はないで せう。 

患者 痛いです。 

女の 声 (奥で) アル マン、 ぢゃ、 一寸 行って くるわ 

よ。 

医者 もう 出かける のか。 それ ぢ やね …… 。 (患者に) 

一寸 失敬 …… 。 (戸口に 近寄り、 戸から 外へ 首 を 突 

き だし) なんだ、 その 荷物 は …… 。 

女の 声 帽子が できて 来たんだ けれど、 飾の 花が 気に 

いらない から、 取換へ に ゆく の。 だって、 二た 目と 



は 見られな いやうな 赤い ばらよ。 

医者 赤い ばらだつ てい いぢ やない か。 それ ぢゃ、 今 

度 はなん にす るつ もり だい。 

女の 声 なんか、 もっと、 あっさりした、 似合 ふ もの 

にす る わ。 

医者 (声 を 低く し) ぢゃ、 帰りに、 マル タンのと こ 

ろ へ 寄る だら う。 

女の 声 時間が あったらよ。 

医者 どこか、 まだ 寄る ところが あるの か。 

患者 (苦し さう に) 先生。 

医者 いますぐ …… 。 それで、 どこへ 寄る の。 



女の 声 いいと こ。 

医者 (ぢれ て) 兎に角、 マル タンのと ころへ 行った 

らね、 今夜、 勝負 をす るから つてい つて くれ。 

患者 (益々 苦し さう に) 先生、 大丈夫で すか。 なん 

だか、 針が 折れた やうです。 

医者 ニ寸 振り返って 見て、 それに は 答へ ず) 遅く 

なると 承知 しないよ。 おい、 (キッスの 音) 

患者 (泣き だし さう になり) 痛いです、 先生 …… 。 

医者 (やう やく 元の 位置に 復し) まだ 半分 も は ひり 

ません よ。 



僕 は マルセイユから、 フランス MM 会社の 汽船 ポル 

トスに 乗った。 

一等 船客と して は、 某国の 侯爵が 愛妻の 遺骨 を 護つ 

て 帰朝の 途 にある。 

二等 船客と して、 S 銀行の 行員 X が、 時々 甲板の 手 

すりに 矮軀を もたせかけて ゐる。 

三等 船客の 僕 は、 同室の ギリシャ 商人が のべつ に 歌 

ふ 鼻唄に ごう を 煮やし、 お歯黒 をつ けた 安 南の 美女に、 

果敢ない 想 ひ を 寄せて ゐた。 

支那 学生の 一 団が、 常に 甲板の 一 隅で 議論 を 戦 はし 

てゐ る。 



の 勝負 をい どみ、 もの 凄い 腕 並み を 見せた。 彼 は、 寄 

港 地の 到る ところに 「行きつ けの 穴」 を もって ゐた。 

船が 上海 を 出る とい ふ 朝で ある。 この 男 は 上陸した 

まま 帰って来なかった。 彼の 手荷物 を 陸に 残して、 船 

は碇を 巻いた。 

支那 留学生の 一団 は、 僕が その 傍 を 通る と、 一斉に 

こっち を 見た。 それ は 明かに 敵意 を 示す 眼 だ。 僕 はか 

うい ふ 時、 わざわざ 口辺に 微笑 をた たへ て、 その 一 

人々々 の 顔 を 見返して ゐた。 II かう いふ 状態が 二 週 

間 あまり 続いた。 



抱いて 海に 投 ぜん」 とか 云って ゐ るので あらう。 

黒人 君 は 黒人 君で、 白い 歯 を むきだし、 いは ゆる 「プ 

チ. ネ エグル」 で、 「あと これ だけ …… 」 と 指 を 三本 見 

せ、 さもなければ、 今度 は 手真似で、 「船 を こがぬ」 と 

云 ひ 張って ゐる。 

本船 は 明日の 朝の 出帆で ある。 急ぐ こと はない。 こ 

れ からこの 日光と 砂の 国に 上陸した ところで、 水瓶 を 

腰に かかへ た 赤銅色の 女 を 見る だけの 話で ある。 それ 

ょリ もこの 黒と 黄との 争 ひが、 これから どう 発展す る 

か 見て ゐ たい。 

この 時で ある。 滂 に 座 を 占めて ゐた 彼等のう ちの 一 



人 は、 はじめて 僕に 話しかけた。 —— Quel sale type ！ 

(なんとい ふ 汚ない 奴で せう！) 

僕 は 眼で それに 応 へた。 

たうとう 增金を だす ことにな つて、 船 は 岸に 着いた。 

僕 はいつ の 間に か、 彼等の 一行 中に 加 はって ゐた。 

最初 船の 中で 僕に 話しかけ たの は、 パリで 医学 を修 

めた とい ふ C 君で ある。 

次に 僕に 話しかけ たの は、 アメリカで 政治 経済 を や 

つたと いふ K 君で ある。 

その 次 は、 フランスの 女 を 連れて ゐる L 君、 これ は 

パリで 支那 料理の 店 を だして ゐる 人で ある。 



それからもう 一人 は、 画家の S 君、 嘗て 日本の 美術 

学校に もゐ たとい ふ 変り種 だ。 

親日派と、 排日 派と に 分れて ゐる わけで も あるまい 

が、 最後まで 口 を 利かない 幾人 かが ゐ るに は ゐた。 I 

—それすら、 いよいよ 上海で、 僕の ために 別宴 を 張る 

とい ふ晚、 快く 食卓に ついて くれた。 

医学士の C 君 は、 一 見茫漠 として 捉へ どころ のない、 

そのく せ 議論が たまたま 東洋 精神と いふ やうな 問題に 

なると、 顔面 朱 を 注ぎ、 口角 泡 をとば して 相手 を 悩ま 

すので ある。 

政治 経済の K 君 は、 もう、 大学教授 兼 新聞記者 とい 



ふ 肩書 を もって ゐる だけに、 沈痛な 口調で、 冷徹な 批 

評 を、 あらゆる 問題の 上に 加へ た。 殊に 日本の 外交 を 

めちゃめちゃに 罵倒した。 日米 戦争 は 当然 起るべき こ 

と、 その 場合、 支那 は 勢 ひ 米国に 加担すべき こと、 さ 

うなる と、 日本 は 支那の 海軍 を 軽蔑して、 一 挙に ヒリ 

ッ ピン を 占領すべき こと、 すると 支那 は、 ヒ リツ ピン 

と 日本 本国との 連絡 を 遮断して、 米国 艦隊の 東京湾 攻 

撃 を 容易なら しむべき こと、 等々、 彼 は 流暢な 英語で 

まくしたて、 僕が それ を 黙って 聴いて ゐ ると、 眼界 千 

里の 海上に は、 音 もな く 夜が くるので ある。 

* 
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